
第 64 回北九州市環境影響評価審査会 

議題 

「八幡地区（戸畑）焙焼キルン炉新設事業 環境影響評価方法書」の審査 

日時：令和 8 年 5 月 8 日（金） 14 時～ 

 
（事務局） 

ただいまから第６４回北九州市環境影響評価審査会を開会いたします。 

私は、本日の進行役を務めます環境監視課の小畑です。よろしくお願いいたします。 

本日の審査会には、１６名の委員定数に対し、１3 名が出席されており、北九州市環境影響評価審査会

規則第７条第１項で定める定足数を満たしていることをご報告いたします。 

本日は北九州市環境影響評価条例の対象事業である「八幡地区（戸畑）焙焼キルン炉新設事業 環境

影響評価方法書」についてご審査いただきます。 

本日の審査会はウェブ会議による開催とさせていただいております。 

カメラ・マイクにつきましては、通常はオフにしていただき、ご発言の際は、挙手ボタンをクリックしてくだ

さい。 

会長からのご指名がありましたら、カメラ・マイクをオンにした後、ご発言いただきますようお願いいたし

ます。 

ご発言後は、挙手ボタン及びカメラ・マイクを再びオフにしていただきますようお願いいたします。 

会議中、音声が聞き取りにくい、不具合等がございましたら、事務局まで電話、あるいはウェブ会議のチ

ャット機能でお知らせいただければと存じます。 

本会議は議事録作成のため録画、録音いたします。あらかじめご了承ください。 

続きまして、委員の皆さまへ事前にお送りしました資料の確認をさせていただきます。 

次第、委員名簿、諮問書、審査案件に関する資料として、八幡地区（戸畑）焙焼キルン炉新設事業 環境

影響評価方法書」関連資料となっております。 

 また、環境影響評価方法書につきましては、縦覧にあわせ別途お送りしております。不足等ないでしょ

うか。 

それでは開会にあたりまして、環境監視部長の江藤よりご挨拶申し上げます。 

 

（事務局） 

皆様こんにちは。北九州市環境局環境監視部長の江藤でございます。開会にあたりまして一言ご挨拶

申し上げます。 

本日は、ご多用のところ、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

本日は、日本製鉄株式会社九州製鉄所八幡地区のうち、戸畑事業地内において実施が計画されてい

る焙焼キルン炉新設事業の環境影響評価方法書について、ご審査いただきます。 

本事業につきましては、環境配慮書段階からの計画見直しによりまして、対象事業の種類及び規模に

変更が生じております。 

具体的には、焙焼炉での処理対象物の一部が変更となりましたので、アセス対象事業の種類として廃

棄物処理施設の建設事業に該当しないこととなったほか、排出ガス量が減少するなどの変更がなされ

ております。なお、事業内容の変更につきましては、令和８年２月２４日に変更届出が提出されておりま

して、同２月２７日に公告を行ったところでございます。 

今回の審査におきましては、これら変更後の事業計画を踏まえた上で、方法書における検討事項であり

ます（１）影響評価の対象とする項目並びに（２）評価のための調査、影響予測の方法などについてのご

審査をお願いいたします。 

委員の皆様におかれましては、専門的な見地から、技術的事項について、公正・的確なご意見、ご助言

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして、挨拶とかえさせていただきます。本日はどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

（事務局） 

それでは、以降の議事進行につきまして、楠田会長にお願いしたいと思います。楠田会長よろしくお願

いいたします。 



 

(楠田会長) 

はい。楠田でございます。どうもお忙しい中ご参加くださいましてありがとうございます。 

それでは、本日は「八幡地区戸畑焙炒キルン炉新設事業環影響評価方法書」の審査をお願いしたく存

じます。まずは、諮問を受けました後、審査に入らせていただきます。よろしくお願いします。 

 

【事務局 諮問書を読上げ・手交】 

 

(楠田会長) 

それでは、戸畑地区焙焼キルン炉の新設事業、環境影響評価方法書概要につきまして、事業者より説

明をお願いいたします。 

 

【事業者（日本製鉄（株）） 方法書概要・一般意見等 説明】 

 

(楠田会長) 

事業者の説明が終わりましたので、今から審査を行っていただきます。 

副島委員より事前にご意見をいただいておりますので、先にお願いいたしたいと思います。 

副島先生、お願いいたします。 

 

(副島委員) 

まず、植物に関しての評価はしないっていうことは緑地がないということで、これはこれでいいかなと思

います。 

ただ、逆にそこまで緑地がないような状態でしたら、計画の中で植樹とかされたらいいのではないかと

思います。これに関しては、方法書に対する意見というか単なる感想ということで取っていただいて構

いません。以上です。 

 

(楠田会長) 

先生ありがとうございます。特に事業者からのコメントは必要ないですか。 

 

(副島委員) 

はい。特に私の方では必要ではありませんので結構です。 

 

(楠田会長) 

はい、わかりました。それでは、今日ご出席いただいています皆様方から、ご意見ご質問を頂戴いたし

ます。はい、どうぞ、田中先生お願いいたします。 

 

(田中委員) 

2 点、質問があります。 

1 つ目は、処理対象物の種類がダスト類になるため、産業廃棄物としての環境影響評価は必要ないと

いうお話だったのですが、まず、ダスト類の成分の中に有害物質の含有量がどれぐらいなのかが 1 つ目

の質問になります。 

2 つ目が、今回のその装置の中で、焙焼後の排ガスの他に酸化亜鉛などの集じん灰が排出されます

が、これがどのように処理されるのかを明記していただかないといけないので、その行く先を教えて欲し

いというのが 2 つ目になります。以上です。 

 

(楠田会長) 

それでは事業者から回答を頂戴いたします。お願いします。 

 

(日本製鉄(株)) 

少々お待ちください。 

まず 2 つ目の酸化亜鉛と、集じん灰の行き先についてご説明いたします。 



まず酸化亜鉛と、排出される集じん灰が別々で回収されるものではありません。集じん灰の中に、この

酸化亜鉛が多く含まれるものになります。 

酸化亜鉛を多く含む集じん灰が、亜鉛原料として使えるものになりますので、製錬メーカーへの引き渡

しということになります。 

 

(田中委員) 

図の中では別々に記載されていて、その行き先が書かれてなかったですが、燃焼ルートの中にはそれぞ

れ 2 つあります。これは合わせてということですか。 

 

(日本製鉄(株)) 

はい、最終的に計画としては、一つの集塵機にまとめる計画になっているため、1 つの種類として排出さ

れることになります。 

 

(田中委員) 

せっかく酸化亜鉛だけが濃縮されているのに、わざわざ別のものを混ぜて一つにしてしまうということ

ですか。理解しにくいのですが。 

 

(日本製鉄(株)) 

別々ではなく、一つにしていく計画でございます。 

 

(田中委員) 

消石灰などが入っている状態で、酸化亜鉛も一緒に合わせ込むということですか。 

 

(日本製鉄(株)) 

酸化亜鉛の品質が落ちてしまうことはありますが、事業計画の中で、集塵機を 2 つじゃなく 1 つにして

いくということで、今変更を検討しているところです。 

 

(田中委員) 

はい。わかりました。行く先は要するに、リサイクルとして資源化のほうに持っていくということですね。 

 

(日本製鉄(株)) 

このダストの処理にあたってダストに含まれる物質ですけれども、主な成分としては亜鉛がメインなもの

となります。 

その他に、原料に含まれているごく微量ではありますけれども、鉛やカドミウムやクロムといったものが

入ってくる可能性はございますが、その量を確認しながら、操業を進めていくということを検討していま

す。 

 

(田中委員) 

場合によってはもう集じん灰の方にも入ってくるし、扱いによっては問題もあると考えましたので質問を

させてきました。今のところは微量だということですね。わかりました。 

 

(楠田会長) 

田中先生どうもありがとうございます。 

それでは、次のご意見ご質問ございましたら頂戴いたします。どうぞ挙手ボタンを押していただきますと

ありがたいです。それでは藍川先生、お願いいたします。 

 

(藍川委員) 

配慮書の段階から、変更点があったということで、処理対象物が前は 1 日あたり、1000 トン以上あっ

たものが 1 日当たり 175 トンで 5 分の 1 以下になるということなのでしょうが、排ガスの量は半分ぐら

いにしかならないのですけども、この量の原因というのは、使用燃料によるものが主だからという理解

でよろしいですか。 



 

(日本製鉄(株)) 

はい。事業者よりお答えいたします。 

おっしゃった通りで、この排ガスの主な原因は、燃料として投入する LNG の燃焼によるものでありま

す。排ガスの量自体はそれほど大きく変化してないということになります。 

 

(藍川委員) 

それで、半分ぐらいにはならないと思うのですけども、減る方向はいいことかと思います。 

その上で影響評価する対象に SO2 が入っていると思うのですけども、LNG のみの使用燃料で SO2

を対象とするというのは、さっきの田中先生との関係あるかもしれませんけども、そのダストの中に S 分

を含むものがあるということですか。 

 

(日本製鉄(株)) 

今回、ダストと一緒に、副原料として、コークスを入れる形に考えています。そのコークスの中に含まれ

る硫黄分が SOx として出てくると考えております。 

 

(藍川委員) 

それはダスト類のみっていう表現でいいのですか。 

 

(日本製鉄(株)) 

処理対象としてはダスト類、それに対する副原料となります。 

 

(藍川委員) 

それは書類上どこかに出てくるのでしょうか。 

 

(日本製鉄(株)) 

処理の流れとして書かせていただいた 11p、すいません、画面をとります。 

ダストを入れて、そのあと石灰を入れるのですが、石灰を足すことで、この処理を安定化させるのです

が、先ほど言いました亜鉛の回収にあたりましてはコークスを入れることで、その炭素分で還元するとい

う手段をとるためコークスを入れることとしております。 

 

(藍川委員) 

なるほど。それは量としてはどのくらいのものなのでしょうか。 

 

(日本製鉄(株)) 

ダストに対して約 3 分の 1 程度になります。 

 

(藍川委員) 

わかりました。結構入るのですね。そのため、硫黄分は当然予測しないといけないということですね。 

わかりました。 

 

(楠田会長) 

追加はございませんね。 

 

(藍川委員) 

はい、ありがとうございます。 

 

(楠田会長) 

どうもありがとうございます。それでは続きまして伊藤先生お願いいたします。 

 

(伊藤委員) 



はい。伊藤です。今の説明資料の建設発生土のところなのですが、1 万 m3 程度ということで、それほど

多くない量なのですが、事前に土壌汚染調査を行うと書かれているのですけども、これの結果によっ

て、例えば比率が変わったりとか、あるいは不溶化処理などを行うことが前提になっているか確認をし

たいのですが、よろしくお願いします。 

 

(日本製鉄(株)) 

事業者より回答いたします。土壌汚染調査の結果、汚染が見つかりますと、この緑地造成事業にはもう

使えなくなりますので、それに関しましては、適切な処理を行うということで考えております。 

 

(伊藤委員) 

結果にかかわらず比率は変わらないとういうことですか。 

 

(日本製鉄(株)) 

そうです。埋め戻しの量は変わらず、その緑地造成に行くか、問題あれば廃棄処理にいくかという変化

があるということです。 

 

(伊藤委員) 

わかりました。 

 

(楠田会長) 

はい、どうも伊藤先生ありがとうございました。それでは続きまして、ご意見、ご質問頂戴いたします。 

どうぞ挙手ボタン押していただければと存じます。 

ご発言がないようですが、よろしゅうございますか。 

それでは、ご質問、ご意見がございませんので、これで本件、八幡地区（戸畑）焙焼キルン炉新設事業環

境影響評価方法書の審議を終えさせていただきます。どうもありがとうございました。それでは、今後の

手続について、事務局から説明を頂戴いたします。 

 

（事務局） 

今後の手続としましては、本審査会からの答申を受けて、北九州市長意見を作成し、６月３日までに事

業者へ送付します。事業者は、今後、市長意見を踏まえて、調査・予測・評価を行い、これらを取りまと

めた「準備書」を作成することになります。以上です。 

 

(楠田会長) 

答申につきましては、委員の皆様から頂いたご意見を踏まえて、私の方で事務局と協議しながら取りま

とめ、市長に提出したいと考えております。ご異議ございませんか。もしございましたら、挙手ボタンを押

していただけるとありがたいですが。よろしゅうございますか。はい。田中先生どうぞ。 

 

（田中先生） 

すみません。先ほどの図とかが変わっていましたが、そのあたりは直していただけるということはありま

すか。ルート、さっきの集塵灰とか別々になっている形とか、そのあたり明確にしていただいた方が私は

良いかなと思うのですが。先ほどのご回答では一緒にするとおっしゃっていましたが、資料の中では

別々になっているので、それをもって変わっている状態をもって意見を出すというのが良いと思ってい

ますので、そのあたりは事業者の方に修正をお願いしたいと思っております。 

 

(日本製鉄(株)) 

事業者です。ご意見ありがとうございます。今回の変更点は方法書の提出後に、検討を進める中で決

めていっている内容ですので、引き続き作成する準備書の中でそのあたりの修正を加えたものを提示

していきたいと考えております。 

 

（田中先生） 

はい。わかりました。以上です。 



 

(楠田会長) 

田中先生ありがとうございました。今のご質問は市長意見の形成に影響がございませんので、このまま

進めさせていただけたらと存じます。そういう意味で、答申を私と事務局の方で協議しながら、市長に

提出するということでご了解をいただいたということにさせていただきます。 

それでは、これをもちまして議事を終了いたします。 

司会を事務局にお返しします。 

 

（事務局） 

はい。事務局です。それでは、閉会にあたり、環境監視課長の松岡から一言ご挨拶申し上げます。 

 

（事務局） 

皆様、お疲れさまでした。環境監視課長の松岡でございます。本日はご多用のところご審議いただき、

ありがとうございました。今回は、令和８年度はじめての審査会となりました。 

現在、手続を進めている事業といたしましては、本日のご審議いただきました案件のほか、法対象案件

である「（仮称）日本製鉄㈱九州製鉄所八幡構内天然ガス焚き発電所建設計画」、及び条例対象の

「（仮称）北九州市白島沖浮体式洋上風力発電事業」がございます。これらにつきましても、順次ご審議

をお願いすることとなります。 

委員の皆様におかれましては、引き続きご専門の立場から、多角的なご意見を賜りたく、お願い申し上

げます。 

 

（事務局） 

以上をもちまして、第 64 回北九州市環境影響評価審査会を閉会いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 


